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年
会
費
こ
納
入
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
月
日
会
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
会
報
を
毎
年
お
送

り
出
来
ま
す
の
も
会
員
皆
様
の
貴
重
な
資
金
の
お
か
げ
で
す
。
幹
事

一
同
も
有
意
義
な
活
動
に

一
生
懸
命
が
ん
ば

っ
て

お
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
け
に
い
ろ
い
ろ
不
行
届
の
点
も
多

い
と
存
じ
ま
す
が
、
ど
う
か
ご
寛
容
の
精
神
で

ご
支
援
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
年
会
費
に
、
ど
寄
付
に
ご
協
力
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ど
ざ

い
ま
す
。

月
日
会
々
長
　
田
中
　
博
隆

月
日
会

会
長

（６
期
）

財
団
法
人
田
園
調
布

理
事
長

田

中

博

隆

月
日
会
会
員
の
皆
様
、
ま
す
ま
す

ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

田
高
で
は
、
新
し
く
松
野
下

健
校

長
先
生
と
高
橋
聖

一
副
校
長
先
生
が

赴
任
さ
れ
、
平
成
十
八
年
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

卒
業
生

一
万
四
十
八
百
七
名
、
連

絡
可
能
会
員

一
万

一
千
五
百
名
の
大

き
な
会
と
成
り
ま
し
た
。
月
日
会
は
、

長
い
年
月
、
無
我
夢
中
で
活
動
し
、

少
し
ず
つ
実
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

や
は
り
継
続
は
力
な
り
と
思
っ
て

い
ま
す
。
会
報
も
二
面
だ
け
カ
ラ
ー

化
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

五
十
周
年
記
念
総
会
か
ら
月
日
会

会
員
の
活
動
が
と
て
も
活
発
に
な
り
、

さ
ら
に
月
日
会
か
ら
の
発
信
が
大
き

く
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
喜
ん
で
お

り
ま
す
。

来
年
春
に
は
、
五
五
期
生
を
迎
え

ま
す
の
で
、
来
年
秋
に
は
五
年
ぶ
り

に
総
会
を
開
催
致
し
た
く
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

昨
今
、
個
人
情
報
保
護
法
や
個
人

の
意
思
の
尊
重
に
基
づ
く
た
め
、
卒

業
生
が
す
べ
て
月
日
会
会
員
と
い
う

時
代
で
な
く
な
り
ま
し
た
。
ど
こ
の

学
校
で
も
同
窓
会
は
こ
の
事
に
多
く

の
努
力
を
し
て
卒
業
生
全
員
が
同
窓

会
の
会
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
事
を

願
っ
て
い
ま
す
。
入
学
か
ら
卒
業
ま

で
、
入
会

い
た
だ
け
る
よ
う
機
会
あ

る
ご
と
に
月
日
会
の
説
明
を
行

っ
て

お
り
ま
す
。
卒
業
式
前
に
は
、
五
二

期
、
五
三
期
の
幹
事
の
方
が
月
日
会

の
活
動
の
想

い
を
伝
え
て
く
れ
ま
し

た
。
結
果
、
入
会
辞
退
は
二
人
で
、

幹
事

・
役
員

一
同
胸
を
撫
で
下
ろ
し

ま
し
た
。
新
会
員
を
迎
え

一
層
大
き

な
輪
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

財
団
法
人
田
園
調
布
で
の
月
日
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
会
員
の
ご

理
解
と
ご
協
力
で
活
発
に
な

っ
て
い

ま
す
こ
と
に
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま

す
。
在
校
生
の
皆
様

へ
の
支
援
と
と

も
に
地
域
貢
献
活
動
の
実
施
と
し
て
、

手
話
コ
ー
ラ
ス
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
、

中
学
生
サ

ッ
カ
ー
大
会
、
ぼ
ろ
に
あ

祭
バ
ザ
ー
、
大
田
区

へ
の
寄
付
等
々

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
岡
本
ひ

ろ
み
会
長
）
、
清
流
会

（Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｏ

Ｂ
会

糸
瀬
敬

一
会
長
）
と
の
交
流
を

大
切
に
良

い
企
画
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

月
日
会
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を

広
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願

っ
て
お

り
ま
す
。

新
校
長
、
新
副
校
長
と
桐
の
木
を

囲
ん
だ
幹
事
メ
ン
バ
ー

卒
業
式筒
の
贈
塁
５３
期
　
神
庭
あ
ゆ
み

去
る
３
月
１１
日
、
晴
天
の
下
で
５４

期
生
２３４
名
が
田
高
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

月
日
会
か
ら
ブ
レ
ゼ
ン
ト
の
筒
を

３２
期
の
卒
業
生
で
あ
る
外
尾
先
生
が

今
年
の
卒
業
生
全
員
に
手
渡
し
ま
し

た
。
制
服
姿
も
あ
れ
ば
袴
姿
も
あ
り
、

参
加
者
を
飽
き
さ
せ
ず
見
ご
た
え
の

あ
る
式
で
し
た
。
在
校
生
に
は
参
加

し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

普
段
見
て
い
る
先
輩
が
も
の
す
ご
く

綺
麗
で
、
格
好
良
い
で
す
か
ら
。
自

分
の
時
も
参
考
に
な
り
ま
す
し
ね
。

卒
業
生
へ
、
ど
う
で
す
か
？
高
校

生
で
は
な
く
な
っ
た
人
生
の
毎
日
は
。

あ
の
日
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る

「粉
雪
」

や
、
友
人
の
大
切
さ
を
見
つ
め
た
答

田
園
調
布
高
校
に
は
以
前
か
ら

「魅
か
れ
る
も
の
」
を
感
じ
て
い
た
。

旧
学
校
群
の
兄
弟
校
で
あ
っ
た
小
山

台
高
校
に
長
く
勤
め
て
い
た
か
ら
で

あ
ろ
う
か
。
私
が
持
つ
田
高
の
イ
メ

ー
ジ
は
、
「
自
主

・
自
由
の
校
風
の

下
、
明
る
く
活
気
の
あ
る
学
校
」
と

い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
私
服
で
、
ぽ

ろ
に
あ
祭
や
部
活
動
が
盛
ん
で
あ
る

こ
と
な
ど
か

ら
そ

の
よ
う

な

イ

メ

ー

ジ

を
持

っ
た
の

で
あ

ろ

つヽ
。

こ
れ
ま
で
の

進
学
実
績
も

そ
れ
を
裏
打

ち
す
る
。

着
任
し
て
三
ヶ
月
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
が
、
明
る
く
伸
び
や
か
な
校

風
は
私
の
想
像
ど
お
り
で
あ
る
。
生

徒
た
ち
は
健
や
か
で
あ
り
、
面
倒
見

の
良
い
先
生
も
多
い
。

私
服
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、

田
高
の
生
徒
は
毎
日
、
学
校
に
着
て

い
く
服
を
考
え
て
決
め
る
。
こ
れ
を

「自
己
決
定
」
と
い
う
視
点
で
捉
え

て
み
る
と
、
田
高
生
は
毎
朝
、
小
さ

い
な
が
ら
も
自
己
決
定
を
し
、
そ
れ

を

一
年
中
続
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
と
て
も
大
切
な
こ
と
と
思
う
。
私

た
ち
は
日
々
、
自
己
決
定
を
繰
り
返

し
、
反
省
し
た
り
自
信
を
持

っ
た
り

し
な
が
ら
人
生
を
築
き
上
げ
て
い

近
年
、
他
者
の
意
見
に
流
さ
れ
た

り
、
語
尾
を
濁
す
曖
昧
な
表
現
を
す
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う
ｖ
ち
ｖ
ｒ
》

ｒ雄

れ
誓

辞
な
ど
、
間
接
的
に
私
た
ち
の
糧
と

な
る
も
の
が
、
学
校
や
職
場

・
予
備

校
な
ど
、
日
常
に
も
転
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を
、
た
ま
に

拾
っ
て
み
て
下
さ
い
。

今
春
五
十
七
期
生

三
百
三
十
七
名
入
学

入
学
式
　
　
　
　
パ
望
ツ

胸
に
輝
く
星

５
期
　
山
口
　
征
彦

今
日
、
４
月
７
日
は
田
高
の
入
学

式
。
校
長
先
生
も
、
副
校
長
先
生
も

新
し
く
変
わ
ら
れ
て
、
再
び
、
新
入

生
全
員
の
胸
に
待
望
の
田
高
校
章
で

あ
る
、
桐
文
様
の
バ
ッ
ジ
が
久
々
に

輝
き
だ
し
ま
し
た
。
田
高
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
バ
ッ
ジ
を
誇
ら
し
げ
に
着

用
し
て
入
学
式
に
臨
ん
だ
新
１
年
生

の
嬉
し
そ
う
な
顔
と
顔
。
桜
の
花
吹

雪
も
文
字
通
り
祝

福

の
花
を
添
え

て

い
ま
し
た
。
制
服

の
な

い
日
高

の
今

日
、
生
徒
達
に
と

っ
て
田
高
生
で
あ

る
証
し
は
バ
ッ
ジ

の
み
な
の
で
す
。

も
す
れ
ば
生
徒
の
「放
縦
」
を
誘
い
、

教
師
の
「放
任
」
の
隠
れ
蓑
に
な
り
、

家
庭
が

「
子
を
見
失
う

一
因
」
と
も

な
る
。
「
田
高
ら
し
さ
」
そ
れ
は
、

生
徒
の

「自
律
」
と
教
職
員
の

「
面

倒
見
の
良
さ
」
、
家
庭
の

「
子

へ
の

関
心
」
に
よ
つ
て
支
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
私
が
田
高
に
ず

っ
と
魅
か
れ

て
き
た
も
の
、
そ
れ
は

「
田
高
ら
し

さ
」
を
支
え
る
も
の
ヘ

の
思
い
な
の
で
あ
る
。

月

日
会

の
皆

様

、

田
高

の

一
層

の
発
展

に
尽
力

い
た
し
ま
す
。

ど
う

ぞ
よ

ろ
し
く

お

願

い
い
た
し
ま
す
。

壇上には月日会寄贈の校族

「田
高
ら
し
さ
」
を

支
え
る
も
の

田
グ
ラ
の
思
い
出

「
い
い
も
の
を
あ
げ
る
か
ら
手
を

だ
し
て
」
と
握

っ
た
拳
を
突
き
出
さ

れ
、
何
の
疑
い
も
無
く
開
い
た
手
の

平
に
割
箸
位
の
太
さ
の
ミ
ミ
ズ
が
身

を
く
ね
ら
し
た
。

私
は
そ
の
感
触
に
ぞ

っ
と
し
、
顔

面
蒼
白
、
冷
や
汗
が
噴
き
出
し
、
声

も
あ
げ
ら
れ
ず
に
固
ま

っ
た
。
そ
ん

な
私
を
誰
か
が
保
健
の
先
生
の
所
ヘ

連
れ
て
行

っ
て
く
れ
た
。
先
生
は

「軽
い
日
射
病
に
罹
っ
た
な
？
」
と
教

室

へ
戻
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
。
７
月

中
旬
の
炎
天
下
、
学
期
末
試
験
も
終

わ
っ
た
夏
休
み
前
の
１
日
。
全
学
年

の
生
徒
及
び
教
師
は
昼
食
後
多
摩
川

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
合
し
、
草
取
り
、

石
拾
い
を
行
う
の
が
恒
例
で
、
私
は

高
１
で
初
め
て
の
参
加
で
し
た
。

２
年
の
同
じ
時
期
に
な
り
、
多
摩

川
の
肥
え
た
ミ
ミ
ズ
を
見
る
の
が
嫌

さ
に
恐
る
恐
る
担
任
の
先
生
に

「
人

力
で
や
ら
ず
、
野
焼
き
の
よ
う
に
、

燃
や
し
て
は
ど
う
で
す
か
」
と
提
案

し
ま
し
た
。
先
生
は

「
野
焼
き
は
早

春
だ
よ
。
未
だ
枯
れ
草
の
時
な
ら
燃

え
る
が
、
夏
の
緑
濃
い
草
は
燃
え
ん

よ
。
そ
れ
に
野
焼
き
は
ガ
ソ
リ
ン
が

必
要
に
な
る
。
人
力
で
や
る
の
は
全

校
が
集
団
で
作
業
を
す
る
と
い
う
意

義
が
あ
る
ん
だ
。
楽
し
よ
う
な
ん
て

考
え
る
の
は
未
だ
早
い
′
」
と
た
し

な
め
ら
れ
ま
し
た
。
ミ
ミ
ズ
が
怖
い

と
は
と
う
と
う
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

数
十
年
経

っ
た
今
も
あ
の
日
の
記

憶
は
強
烈
で
、
ミ
ミ
ズ
は
未
だ
に
大

の
苦
手
で
す
。

″腰
伸
ば
す
草
引
き
後
や
多
摩
の
風
″

９
期
　
簡
　
　
敏
子

新
卒
業
豊

五
十
四
期
生

一
　

　

　

二
百

二
十

四
お

一　
　
田
高
卒
業
生
は
延

一
万

一
　
四
千
八
百
七
名
と
な
り
ま

一　
し
た
Ｏ
連
絡
可
能
月
日
会

一　
会
員
は
、
約

一
万

一
千
五

一　
百
名
で
す
。

都
立
田
園
調
布
高
等
学
校
長

第
１５
代

松

野

下

　

健

る
若
者
は
多
い
。
控
え
め
で
あ
る
こ

と
や
謙
虚
で
あ
る
こ
と
な
ど
は
日
本

人
の
良
さ
と
も
言
え
る
が
、
自
分
の

考
え
を
持
つ
こ
と
や
そ
れ
を
明
確
に

伝
え
る
こ
と
な
ど
は
、
若
い
う
ち
か

ら
徐

々
に
身
に
付
け
た

い
力
で
あ

り
、
今
後
の
社
会
で
ま
す
ま
す
必
要

に
な
る
力
で
あ
る
。
こ
の
小
さ
な
自

己
決
定
を
大
切
に
し
た
い
。

「自
主

・
自
由
の
校
風
」
は
、
と

（追
記
）
こ
の
春
の
卒
業
生
の
大
学

進
学
状
況
に
お
い
て
は
、
国
公
立
大

学
に
現
役
で
７
名
合
格
し
、
ま
た
早

稲
田
大
学
３
名
、
慶
応
大
学

１
名

他
、
大
変
健
闘

し
た
と
聞

い
て

お

り

ま

す

の

で
、

こ
こ
に
触

れ
さ
せ

て
い
た

だ
き
ま
す
。

多摩
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ｏ
来
年
秋
に
総
会
開
催

ｏ
紙
面
カ
ラ
ー
化

●
田
高
に
赴
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五
年
　
外
尾
先
生

ｏ
手
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コ
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摩
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田
高
に
教
員
と
な
っ
て
戻
っ
て
か

ら
は
や
五
年
が
経

っ
た
。
先
日
、
会

長
か
ら
在
任
中
に

一
度
く
ら
い
原
稿

を
書
け
と
言
わ
れ
、
何
を
書
こ
う
か

と
あ
れ
こ
れ
思
い
出
し
て
み
た
。

《
グ
ラ
ン
ド
改
修
》

高
二
の
夏
。
台
風
に
よ
る
多
摩
川

の
増
水
で
グ
ラ
ン
ド
が
冠
水
。
ヘ
ド

ロ
に
埋
ま

っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
と

き
の
状
況
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取
材
に
来
た

程
で
無
惨
な
も
の
だ

っ
た
。
改
修
ま

で
時
間
が
か
か
り
、
満
足
に
野
球
の

練
習
、
試
合
が
で
き
ず
イ
ラ
イ
ラ
し

た
の
を
思
い
出
す
。

数
学
科
教
諭

野
球
部
顧
問

外

尾

寿

哉

あ

期
）

大
島
の
教
員
生
活
を
終
え
、
赴
任

す
る
と
、
グ
ラ
ン
ド
で
は
練
習
試
合

ど
こ
ろ
か
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
さ
え

で
き
な
い
と
い
う
。
ゴ
ル
フ
や
野
外

で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
流
行
で

車
や
人
に
ボ
ー
ル
の
当
た
る
事
故
が

多
い
か
ら
だ
と
い
う
。
そ
の
為
、
バ

ツ
テ
イ
ン
グ
練
習
は
、
人
も
車
も
少

な
い
朝
練
で
行
う
よ
う
に
し
た
の
だ

が
、
多
摩
川
に
タ
マ
ち
ゃ
ん
が
出
没

し
た
数
日
は
、
早
起
き
し
た
の
が
無

駄
な
ほ
ど
の
人
出
が
あ

っ
た
。

財
団
か
ら
改
修
の
希
望
を
聞
か
れ

即
、
防
球
ネ
ッ
ト
の
設
置
を
お
願
い

し
、
ゴ
ル
フ
場
駐
車
場
側
、
Ｊ
Ｒ
高

架
側
に
五
米
。
川
側
に
三
米
の
ネ
ッ

ト
を
設
置
し
て
い
た
だ
い
た
。
（し

か
も
Ｊ
Ｒ
か
ら
よ
く
見
え
る
日
高
グ

ラ
ン
ド
の
看
板
付
き
Ｉ
）
ま
た
、
最

近
で
は
近
隣
の
住
民
の
要
望
が
強
い

た
め
、
散
水
設
備
の
設
置
を
計
画
し

て
も
ら

つ
て
い
る
。
（も
う
多
摩
川

に
落
ち
そ
う
に
な
り
な
が
ら
バ
ケ
ツ

に
水
を
汲
む
こ
と
も
な
く
な
る
！
）

《
運
動
会
》

高
三
の
秋
。
改
修
を
終
え
た
田
高

グ
ラ
ン
ド
で
十
三
年
ぶ
り
の
運
動
会

が
開
催
さ
れ
た
。
陸
上
部
の
面
々
が

尽
力
し
、
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
を

思
い
出
す
。
担
任
の
先
生
が
背
中
に

背
負

っ
た
籠
に
玉
を
入
れ
よ
う
と

嬉
々
と
し
た
表
情
で
追
い
か
け
回
し

た
皆
の
顔
も
忘
れ
が
た
い
。

新
校
舎
と
な
り
、
校
庭
に
百
七
十

米
ほ
ど
の
ト
ラ
ッ
ク
が
作
れ
る
よ
う

に
な
り
、
運
動
会

（今
は
体
育
祭
）

も
校
庭
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
や
や
残
念

（？
）
で
は
あ

る
が
、
大
分
、
体
育
祭
ら
し
く
な
っ

て
き
た
な
と
も
思
う
。
機
会
が
あ
れ

ば
是
非
、　
一
度
後
輩
た
ち
の
姿
を
見

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
田
高
グ
ラ
ン
ド
が
田

一局
生
の
よ
い
思
い
出
の

一
つ
に
な
っ

て
欲
し
い
と
願
い
つ
つ
、
今
年
も
夏

の
草
刈
り
に
精
を
出
そ
う
。

元
校
長

寺
島
　
甲
祐

旧
教
職
員

山
下
　
良
章

能
村
　
け
い

新
野
　
一爪
子

広
瀬
ミ
ネ
子

元

Ｐ

Ｔ

Ａ

正
木
け
い
こ

柳
沢
　
里
絵

深
谷
　
清
子

平
松
　
一房
子

岡
田
　
美
枝

石
塚
　
久
子

樋
口

　

光

田
中
　
克
美

池
田
け
い
子

佐
野
起
美
子

永
久
保
初
栄

今
井
ま
り
子

１
期
生

河
内
　
迪
子

内
富
　
教
生

常
盤
　
彦
吉

小
原
将
司
郎

寺
本
　
主
税

美
穂
房
雄

田
高
の
環
境
整
備
を

副
校
長
　
高
橋
　
印
三

平
成
１８
年
４
月
、
都
立
石
神
井
高

等
学
校
か
ら
転
任
し
て
ま

い
り
ま
し

た
。日
高
の
第

一
印
象
は
、
静
か
な
住

宅
街
に
あ
り
、
生
徒
は
の
ん
び
り
し

て
い
る
も
の
の
素
直
な
感
じ
を
受
け

ま
し
た
。

人
生
の
中
の
３
年
間
を
こ
の
田
高

で
過
す
生
徒
諸
君
に
と

っ
て
、
学
習

活
動
、
部
活
動
、
行
事
等
で
、
精

一

杯
力
を
発
揮
し
て
思
い
出
深

い
高
校

生
活
が
出
来
る
よ
う
に
、
田
高
の
環

境
整
備
を
い
ま
ま
で
以
上
に
進
め
て

い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
窓
会
の
ご
支
援

。
ご
協
力
を
今

後
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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宮 西 高 2
原 尾緑 期
生

正

平成18年 (2006)7月 7日  (2)

6月 3日体育祭 年 盛々り上がってます

田
高
に
赴
任
し
て
五
年

【転
入
】

松
野
下
　
健

高
橋
　
聖

一

相
沢
　
　
栄

安
藤
　
誠
知

高
柳
絵
美
子

杉
山
　
正
明

黒
岩
　
洋
子

浜
田
　
庫
司

土
屋
　
三貝
子

田
中
さ
ゆ
り

藤
川
　
正
子

村
田
栄
司
郎

（校
長
）
新
島

（副
校
長
）
石
神
井
側

（地
歴
）
大
山

（数
学
）
大
森

（理
科
）
新
規

（保
健
体
育
）
都
大
付
属
●

（音
楽
）
調
布
南

（英
語
）
九
段
鰯

（英
語
）
台
東
商

（経
営
企
画
室
）
八
潮

（技
能
）
雪
谷

（技
能
）
大
森

教

職

員

異

動

【転
出
】

石
川
　
直
弘

金
子
　
　
勉

武
藤
　
　
一元

細
野
　
久
雄

指
田
　
一
皿
ハ

石
井
　
俊
策

小
中
　
慶
子

阿
部
　
文
雄

上
園
　
美
弥

寺
嶋
　
幸
子

瀬
下
真
理
子

二
谷
　
太
郎

多
田
　
敏
志

（校
長
）
退
職

（副
校
長
）
練
馬

（地
歴
）
井
草

（数
学
）
山
崎

（理
科
）
大
崎

（保
健
体
育
）
青
山

（音
楽
）
若
葉
総
合

（英
語
）
目
黒

（英
語
）
六
本
木
図

（嘱
託
）
退
職

舎
ヨ
務
）
円
回
調
布
養
誰
学
校

舎
ヨ
務
）
工
業
高
等
車
円
学
校

（技
能
）
八
潮

３
期
生

柴
崎
　
公
男

春
山
　
泰
男

松
田
　
淑
子

三
井
　
　
一淳

家
入
　
囲
子

４
期
生

野
村

５
期
生

志
村
綱
井
鈴
木
伊
藤
石
川
涌
井
森

７
期
生

門
司
　
宏
之

金
子
喜

一
郎

田
中
　
洋

一

田
中
　
美
幸

８
期
生

大
蔵
　
正
人

後
一墜
暑
佐
子

夏
目
　
達
也

山
田
　
孝
子

大
山
　
節
子

岩
野
　
光
邦

村
岡
ア
キ
子

塩
入
　
幸
子

田
中
　
恭
子

９
期
生

蔵
方
　
宏
昌

簡
　
　
敏
子

浜
田
　
一
寿

森
福
　
純
子

和
栗
　
　
孝

佐
藤
　
英
樹

高
井
　
　
実

及
川
　
武
久

１０
期
生

魚
住
　
純
吉

塩
出
　
敏
彦

藤
井
　
い呉
行

中
田
　
泰
雄

石
井
七
保
美

落
合
　
栄
治

‐８
期
生

名
島
　
康
之

茂
澤
　
清
和

今
井
　
一
友

野
瀬
　
敬
志

‐９
期
生

望
月
　
昭
彦

日
野
　
佳
昭

２。
期
生

新
井
　
洋
子

源
田
真
由
美

小
林
　
正
幸

２‐
期
生

土
屋
　
　
達

２２
期
生

大
神
　
基
也

浜
村
　
容
子

小
林
　
雅
人

山
田
　
明
彦

山
根
　
　
薫

２３
期
生

真
弓
富
雄

２６
期
生

限
龍
　
祥
子

２８
期
生

ヒ遅
一謄
　
生思
治
円

高
橋
み
ど
り

２９
期
生

島
　
　
秀
樹

猪
瀬
　
順
子

３‐
期
生

長
澤
　
　
一元

３２
期
生

加
藤
　
智
久

３３
期
生

桑
原
　
八
重

木
戸
　
孝
士

林

　

美
喜

３６
期
生

白
井
　
展
子

３７
期
生

小
西
　
正
晃

飯
田
　
英
之

遊
佐
　
陽
子

３８
期
生

加
藤
　
由
枝

４。
期
生

布
川
　
純

一

４３
期
生

熊
谷
　
宏
子

４５
期
生

佐
藤
英

一
郎

５。
期
生

谷
田
　
貴
之

５２
期
生

村
井
　
絢
子

５３
期
生

柴
田
　
啓
太

干 岡松 田稲 篠 鵜 大 小 南 金
川 島浦 中垣 崎 飼 谷 川 雲 子

勝 邦 育 博 嘉 彩 成 英
重 夫 子 隆 昭子 子 夫 明昇 隆

山 篠 菅 伊 清
村 原 野 藤 水

哲 孝 由 克
健 夫 子 政 安

克登 照 セ  照 年   逸
子代 子 ン淳 高 弘   夫

片 千 宮 大 守
岡 本 下 形 屋

俊 広 光 明
護 江 治 江 広

15
期
生

6
期
生

「
期
生

菊
池
　
靖
子

田
ノ
倉
祥
夫

今
井
　
信

一

佐
藤
　
東
樹

伊
東
　
浩
子

川
田
　
茂
雄

相
田
　
純
孝

森
田
　
真
弓

川
島
　
　
泰

難
波
喜
三
郎

本
間
　
一九
司

鈴
木
　
洋
子

町
井
　
広
子

福
田
久
賀
子

櫂
期
生

鈴
木
　
　
明

和
田
　
克
枝

初
音
み
ね
子

梅
沢
　
孝
朗

高
橋
二
美
子

高
橋
　
一号
一

稲
葉
　
一
民

長
谷
川
正
春

高
村
　
榮
子

‐２
期
生

長
澤
　
　
伸

辻
川
　
　
浩

川
嶋
　
　
透

藤
谷
　
一死
康

盛
　
比
佐
良

上
遠
野
富
久
子

‐７
期
生

‐３
期
生
　
　
　
　
鈴
木
　
博
幸

16
期
生

内
藤
　
幸
彦
　
　
一二
ツ
木
秀
夫
　
　
宮
地
　
一
雄
　
　
大
形
千
恵
子
　
　
吉
田
　
侑
起

相
良
　
康
子
　
　
都
川
　
正
之
　
　
松
岡
み
ど
り
　
　
清
水
ま
ゆ
み
　
　
中
澤
　
晃
子
　
　
丼
伊
由
珠
希

平
成
十
七
年
度
分
の
月
日
会
収
支
は
表
記
の
通
り
決
算

致
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

会
計
委
員
長
　
干
川
　
勝
重

（
６
期
）

会

計

委

員
　
簡
　
　
　
敏

（
９
期
）

平
成
十
七
年
度
の
会
計
報
告
に
つ
い
て
適
法
か
つ
妥
当

で
あ
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
次
回
総
会
で
報
告
い
た
し
ま
す
が
、
先
に

会
報
で
お
知
ら
せ
し
て
お
き
ま
す
。

会
計
監
査
　
大
蔵
　
正
人

（
８
期
）

会
計
監
査
　
野
口
　
　
堂貝

（
２９
期
）

磯 内 25
遷 藤 期
生

青 山 学 院

桜 美 林

帝    京

明    星

武 蔵 工 業

和    光

13ネ申  努馬  ,H

日     本

国 士 舘

駒    澤

東    洋

106

20

44

57

234

四年制大学

短 期 大 学

専 門 学 校

就   職

進路未定 浪人

合  計

〈
ム

計
429,530

90,874

1,717,378

105,000

100,000

149,869

85,427

81,900

50,000

111,638

107,500

3.029,116

2,461,481

5,490,597

支 出

幹 事 会 費

通信事務費

会報編集費

名簿編集費

周年事業積立金

ぼろにあ祭参加費

卒業生対策費

新入生対策費

帥田園調布寄付

情報委員会費

桐の木募金積立金

17年度支出計

次年度繰越金

合 計

2,190,363

1,190,000

14

1,442,000

560,720

107,500

3.300,234

5,490,597

収入

前年度繰越金

卒業生入会金

銀行利息等

年 会 費
寄    付
桐の木募金

17年度収入計

合 計

報

生
回

△
ム

計
400.000

120000
1,850,000

105.000

100.000

150,000

100.000

90,000

50.000

110.000

50,000

30.000

3.155.000

2,461,500

5.616.500十

〔参加費

ざ書

書

―
員会脅

妻金積立金

支 出

幹 :

涌信事滲書

笠革辛F足

周年事業稽立令

ぽろに

新入生対策費
IⅢ田園

情報三

桐の木

予

18年産す出計

次
`

2.461.481

1.155.000

19

1,450,000

500.000

50,000

3.155019

5.616.500

↓

生

銀行利点等

寄

桐の木募金

18年度収入計

監

査
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近
況
お
便
り
σ

⑮
り
が
も
う

９
期
生
同
期
会
開
催
９
期
　
蔵
方
　
宏
昌

昨
年
１１
月
１２
日

（土
）
午
後
２
時

よ
り
、
９
期
生
の
第
四
回
同
期
会

が
、
品
川
の
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
山
下
良
章

（生

物
）

・
吉
田
善
雄

（化
学
）
の
両
先

生
を
お
迎
え
し
、
同
期
生
５６
名
が
３

時
間
余
り
歓
談
し
旧
交
を
温
め
た
。

朽
期
同
期
会
開
催幹
事
　
新
田
　
　
努

去
る
１０
月
２２
日

（土
）
、
品
川
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
１６
期
生
の
同
期
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
在
学
中
ご
指
導
い
た
だ

い
た
１０
人
の
恩
師
と
、
８７
人
の
同
期

の
仲
間
、
合
計
９７
人
と
前
回
を
上
回

る
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
旧
交

を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

卒
業
以
来
、
３７
年
間
で
４
回
目
の

同
期
会
に
な
り
ま
す
が
、
７
年
ぶ
り

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
近
況
報
告
や

昔
話
に
花
が
咲
き
、
笑
顔
が
絶
え
ぬ

あ

っ
と
い
う
間
の
２
時
間
で
し
た
。

ま
た
、
二
次
会
に
も
多
く
の
方

（
５３
名
）
が
参
加
さ
れ
、
夜
景
を
見

な
が
ら
つ
い
つ
い
、
時
の
た
つ
の
も

忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
に
ぎ
や
か
で
、

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

・６
期
生
は
、
３
０
０
人
の
う
ち
、

・３
組
２６
人
も
同
期
生
同
士
で
結
婚
し

て
お
り
、
も
と
も
と
、
ま
と
ま
り
が

良
い
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
連
絡

を
密
に
し
て
、
楽
し
い
同
期
会
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

今
回
残
念
な
が
ら
出
席
で
き
な
か

っ
た
方
も
、
次
回
は
是
非
お
会
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

陸
上
部
Ｏ
Ｂ
総
会

例
年
通
り
６
月
４
日
、
現
役
と
の

交
流
会
の
後
Ｏ
Ｂ
総
会
を
開
催
。

・９
期
か
ら
５４
期
ま
で
の
２０
名
が
出

席
。
役
員
の
改
選
が
あ
り
、
新
井
秀

樹

（
３８
期
）
さ
ん
か
ら
小
川
和
也

（
４０
期
）
さ
ん
に
会
長
が
交
代
。

夜
は
、
懇
親
会
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

憎
期
同
期
会

（
一
休
会
）
の
お
知
ら
せ

日
時
　
８
月
２８
日
⑪
午
後
３
時
か
ら

場
所
　
大
森
西
友
５
階
バ
ン
ケ
ツ
ト

会
費
　
５
、
０
０
０
円

詳
細
は
後
日
送
付
し
ま
す
。
（鍵
和
田
）

旧
職
員
　
広
瀬
ミ
ネ
子

過
７
月
１０
日
田
高
１２
期
生

「
還
暦

の
集

い
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
立
派
に
社
会
人
と
し
て
活

躍
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

司
期
　
友
井
　
桂
子

１
期
の
私
た
ち
も
７０
歳
良
い
事
が

一
杯
あ
り
ま
す
様
に
と
念
じ
な
が
ら

元
気
で
お
り
ま
す
。
２
期
　
久
下
　
室
皇
子

７０
歳
と
６９
歳
の
夫
婦
２
人
で
体
に

気
を
使
い
な
が
ら
お
客
様
の
お
話
の

聞
き
役
に
徹
し
な
が
ら
小
さ
な
美
容

院
を
経
営
中
。
２
期
　
西
尾
　
美
穂

高
校
の
３
年
間
は
あ

っ
と
言
う
間

の
出
来
ご
と
で
し
た
。
今
は

一
日

一

日
を
大
切
に
、
夫
と
共
に
楽
し
く
暮

ら
し
て
お
り
ま
す
。
９
月
は
バ
ル
ト

３
国
を
訪
問
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
行

っ
て
い
な

い
国
が
沢
山
あ
り
ま
す

が
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
１
つ
で
も

多
く
ま
わ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

３
期
　
松
田
　
淑
子

現
在
青
森
に
住
ん
で
い
ま
す
。
青

森
の
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
送
り
ま
す
。
幹

事
の
皆
さ
ん
で
ど
う
ぞ
。

３
期
　
大
木
　
通
郎

入
っ
て
来
る
の
は
先
輩
、
友
人
等

の
訃
報
ば
か
り
だ

っ
た
の
で
、
元
気

な
会
報
を

い
た
だ
き
む
さ
ば
り
読

み
ま
し
た
。
ア
リ
ガ
ト
ウ
。
元
気

に
し
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の
健
康
と

ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

４
期
　
寺
久
保
　
勲

山
の
仲
間
と
秩
父
の
山
に
植
林
を

続
け
て
い
ま
す
。５
期
　
長
尾
　
正
敏

小
生
全
て
の
公
職
を
辞
し
、
お
陰

様

で

元

気

に

サ

ン

デ

ー

毎

日

↑
再
電

ａ
ミ

∽
営
ｏ
ａ
ミ
）
の
生
活
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

６
期
　
小
川
　
　
明

６５
歳
を
超
え
ま
し
た
が
未
だ
現
役

で
頑
張

っ
て
い
ま
す
①
こ
れ
で
今
年

６
回
目
の
海
外
出
張
で
し
た
が
、
東

南
ア
ジ
ア
７
ケ
国
を
１２
日
間
で
回
っ

て
帰

っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
幹
事
さ

ん
！
ご
苦
労
で
す
が
よ
ろ
し
く
Ｈ

８
期
　
田
口
　
恵
子

平
成
１８
年
７
月
３０
日
全
国
の
小
学

校

・
中
学
校

・
高
校

・
大
学

の
先
生

方
の
作
文
指
導
の
全
国
大
会
が
福
島

市
で
あ
り
、
そ
の
際

「
奥

の
細
道
」

の
講
座
を
依
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。

９
期
　
大
島
　
桂
子

全
て
リ
タ
イ
ヤ
ー
し
た
主
人
と
程

良

い
ペ
ー
ス
で
仲
良
く
や

っ
て
い
ま

す
。

１０
期
　
石
井
七
保
美

仕
事
も
卒
業
し
て
、
の
ん
び
り
と

自
分
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

・２
期
　
上
違
野
富
久
子

・２
期
生
還
暦
同
期
会
が
２
０
０
５

年
７
年
１０
日
、
東
京
全
日
空
ホ
テ
ル

に
て
、
恩
師
、
広
瀬

・
新
垣

・
大

成

・
北
原
の
４
先
生
と
共
に
８９
名
が

集

い
盛
会
裡
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

‐２
期
　
川
嶋
　
　
透

７
月
に
同
期
会
を
行
い
久
し
振
り

に
昔
の
友
人
と
対
面
し
楽
し

い
ひ
と

と
き
で
し
た
。

‐４
期
　
和
国
　
克
枝

孫
達
も
巣
立
ち
空

い
た
部
屋
を
利

用
し
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
子
供
を
預

か

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
大
変
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
若
い
人
達
が
い

つ
ま
で
も
家
に
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る

の
は
楽
し
い
も
の
で
す
。

‐７
期
　
一二
ッ
木
秀
夫

‐７
期
ラ
グ
ビ
ー
部
同
志

・
盟
友
の

「
熊
さ
ん
」
こ
と
熊
谷
幸
男
氏
が
今

年

（
０５
年
）
春
亡
く
な
り
ま
し
た
。

痛
恨
の
極
み
で
す
。
あ
の
人
好
か
れ

す
る
面
影
が
日
々
思

い
出
さ
れ
ま

す
。

平
成

十
七
年
度
月
日
会
活
動
報
告

平
成
１７
年

４
月
７
日
　
田
図
調
布
高
校
入
学
式

（校
革

バ

ッ
ジ
贈
呈
）
　

　

　

　

　

田
高

４
月
２３
日
　
会
計
委
員
会
　
　
　
　
　
大
岡
山

４
月
２９
日
　
幹
事
会
準
備
、
会
計
委
員
会大

岡
山

５
月
７
日
　
常
任
幹
事
会
　
　
　
　
　
大
岡
山

５
月
１３
日
　
会
計
委
員
会
　
　
　
　
　
大
岡
山

５
月
１５
日
　
幹
事
会
準
備
　
　
　
　
　
大
岡
山

５
月
２．
日
　
幹
事
会
、
能
村
先
生
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

田
高

５
月
２７
日
　
財
団
法
人
田
口
訓
布
理
事
会

６
月

７
日

６
月

８
日

６
月

１。
日

６
月

１．
日

日
高

会
計
委
員
会
　
　
　
　
　
大
岡
山

会
報
委
員
会
　
　
　
　
　
大
岡
山

Ｐ
Ｔ
Ａ
歓
送
迎
会
参
加

財
団
法
人
田
図
調
布
評
議
員
会田

高

多
摩
川
清
掃
活
動
参
加

（財
団
法

人
田
園
調
布
）

多
摩
川
河
川
敷

会
報
委
員
会
　
　
　
　
　
大
岡
山

清
流
会
総
会
参
加

会
報
委
員
会
　
　
　
　
　
大
岡
山

会
報
委
員
会
　
　
　
　
　
大
岡
山

会
報
委
員
会
　
　
　
　
　
大
岡
山

ぽ
ろ
に
あ
祭

バ
ザ
ー
実
行
委
員
会

日
高

常
任
幹
事
会
　
　
　
　
　
大
岡
山

会
計
委
員
会
　
　
　
　
　
大
岡
山

財
団
パ

ソ
コ
ン
講
習
会

（
～
８
月

２７
日
）　
　

　
　

　

　
　

　

日
高

Ｐ
Ｔ
Ａ
講
習
会
　
　
　
　
　
田
高

ぽ
ろ
に
あ
祭
準
備
　
　
　
大
岡
山

ぽ
ろ
に
あ
祭
準
備
　
　
　
大
岡
山

ぽ
ろ
に
あ
祭
準
備
　
　
　
大
岡
山

ぽ
ろ
に
あ
祭
準
備
　
　
　
　
田
高

ぽ
ろ
に
あ
祭
参
加

（展
示
、

バ
ザ

ー
）
　

　

　

　

　

　

　

　

日
高

財
団
手
話

コ
ー
ラ
ス
　
　
　
日
高

常
任
幹
事
会
　
　
　
　
　
大
岡
山

財
団
手
話

コ
ー
ラ
ス
　
　
　
田
高

財
団
サ

ッ
カ
ー
大
会

多
摩
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

清
流
会
研
修
旅
行
参
加

毎
月
第

１
水
曜

日

財
団
法
人

田
園
調
布
グ
ラ
ン
ド
抽
選
立
会

い

（
・２
回
）　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

日
高

５２
期
　
樋
口
　
大
介

東
京
を
離
れ
て
２
年
目
。
よ
う
や

く

一
人
生
活
も
慣
れ
ま
し
た
。

５３
期
　
山
田
早
紀
子

文
化
祭
の
部
活
に
行
き
盛
況
で
し

た
。
受
験
す
る
人
が
増
え
る
と
良

い

な
と
思
い
ま
す
。

―
↓

欝

　

儀

会
計
監
査
　
大
蔵
　
正
人

会
計
監
査
　
野
口
　
　
貴

会
計
委
員
長
　
干
川
　
勝
重

会
計
委
員
　
簡
　
　
　
敏

名
簿
奢
具
長
　
鈴
木
　
洋
子

会
報
委
員
長
　
千
本
　
俊
江

情
報
奢
貝
長
　
浅
田
　
裕

一

常
任
幹
事
　
一二
好
　
　
聰

常
任
幹
事
　
家
入
　
囲
子

常
任
幹
事
　
金
子
喜

一
郎

常
任
幹
事
　
初
音
み
ね
子

常
任
幹
事
　
鍵
和
国
幹
夫

常
任
幹
事
　
久
保
井
昭
友

常
任
幹
事
　
加
藤
　
季
利

常
任
幹
事
　
山
口
　
勝
義

常
任
幹
事
　
重
谷
麻
奈
美

常
任
幹
事
　
宮
崎
　
太
朗

常
任
幹
事
　
神
庭
あ
ゆ
み

常
任
幹
事
　
児
玉
　
優
美

常
任
幹
事
　
塚
田
ま
な
み

常
任
幹
事
　
溝
口
　
直
美

常
任
幹
事
　
片
山
　
春
菜

常
任
幹
事
　
豊
田
　
親
宏

常
任
幹
事
　
船
戸
　
　
一元

常
任
幹
事
　
古
川
恵
美
子

０
鳳

●

９

６
月

１２
日

６
月

２２
日

６
月

２５
日

６
月

２９
日

２０
期
　
源
田
真
由
美

半
年
程
前
か
ら
老
人
施
設
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
を
し
て

い
ま
す
。
人
生
の
最
終
章
を
迎
え
た

方
々
と
接
し
て
い
る
と
様
々
な
こ
と

を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ど
の
人
生

も
愛
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

２２
期
　
山
根
　
　
薫

昨
年
は
２２
期
卒
業
３０
周
年
の
同
期

会
に
ご
協
力
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
私
事
で
は
今
年
の
８
月

よ
り
病
気
療
養
中
で
す
。
次
の
同
期

会

（
５
年
後
？
）

へ
向
け
て
充
電
期

間
と
考
え
て
い
ま
す
。

２３
期
　
西
室
　
知
子

会
報
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

能
村
先
生
の
記
事
、
村
山
先
生
の
お

便
り
な
つ
か
し
く
拝
読
し
ま
し
た
。

２９
期
　
大
里
　
正
人

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
示
板
が
な
く

な

っ
て
残
念
で
す
。

３２
期
　
加
藤
　
智
久

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
父
の
後
を

継

い
で
蒲
田
で
税
理
士
事
務
所
を
開

業
し
て
い
ま
す
。
３
人
の
子
持
ち
と

な
り
ま
し
た
。

常
任
幹
事
会
　
　
　
　
　
大
岡
山

財
団
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
田
高

幹
重

熊

谷

和

巳
（３８
期
）

清
流
会
新
年
会
参
加

財
団
法
人
田
因
調
布
理
事
会

田
高

田
国
訓
布
高
校
卒
業
式
リ

ハ
ー
サ

ル
参
加
　
　
　
　
　
　
　
　
円
高

田
図
調
布
高
校
卒
業
式

（卒
業
証

書
入
れ
筒
賄
呈
）
　

　

　

　

田
高

会
計
委
員
会
　
　
　
　
　
大
岡
山

平
成
十
八
年
度

月
日
会
役
員

氏
　
名
　
　
期

田
中
　
博
隆

（
６
期
）

山
口
　
征
彦

（
５
期
）

７

月

４

Ｈ

７

月

５

日

７

月

１６

日

７
月

３。
日

３
月

１３
日

８
月

２３
日

９
月

３
日

９
月

１．
日

９
月

１４
日

９
月

１５
日

９
月

１７
日

９
月

１８
日

Ю
月

２９
日

１．
月

１２
日

１．
月

１９
日

１．
月

２３
日

・２
月

４
日

平
成

１８
年

１
月

１４
日

２
月

３
日

３
期
　
大
杉
千
恵
子

３
人
の
小
学
生
の
子
を
も

つ
母
と

し

て
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。
会

の

益
々
の
ご
発
展
を
…
６
期
　
白
木
　
展
子

３

短
大
卒
業
後
、
日
産
自
動
車
い
に

勤
務
し
て
い
ま
す
。
結
婚
後
は
横
浜

に
住
ん
で
お
り
、
娘
は
小
１
に
な
り

ま
し
た
。

２
月

１８
日

２
月

２．
日

３
月

１０
日

３
月

１．
日

３
月

２５
日

魯言魯魯:縁鉦
雪
雇
り

５４
期
　
船
戸
　
　
一元

何
を
す
る
か
わ
か
ら
な
い
で
幹
事

を
引
き
受
け
て
し
ま

っ
た
け
ど
、
結

果
良
か

っ
た
で
す
。
こ
う

い
う
形
で

卒
業
し
て
も
田
高
と
関
わ
る
こ
と
が

出
来
て
嬉
し
い
で
す
。
田
高
大
好
き

な
ん
で
出
来
る
限
り
参
加
し
て
貢
献

し
た
い
と
思

っ
て
ま
す
。
頑
張
り
ま

す
、
よ
ろ
し
く
で
す
Ｗ

５４
期
　
古
川
恵
美
子

私
は
田
園
調
布
高
校
を
卒
業
し

て
、
月
日
会

の
幹
事

に
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
、
何
を
や
る
か
き
ち
ん
と

把
握
で
き
て
ま
せ
ん
が
、
大
好
き
な

田
高
の
た
め
に
役
に
立
て
れ
ば
嬉
し

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
幹
事
会
に
参
加

し
て
、
日
高
に
関
わ
り
を
持

っ
て
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

５４
期
　
豊
田
　
親
宏

自
分
た
ち
の
田
高
で
の
三
年
間
の

高
校
生
活
が
月
日
会
の
先
輩
方
に
支

え
ら
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
月
日
会
の
幹

事
と
し
て
後
輩
た
ち
の
た
め
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
西
熊
谷
山
田

正
晃
和
巳
浩

一

（
３７
期
）

（
３８
期
）

（
４５
期
）

（
８
期
）

（２９
期
）

（６
期
）

（
９
期
）

（
１１
期
）

（
・５
期
）

（
４５
期
）

（２
期
）

（
３
期
）

（
７
期
）

（
・４
期
）

・９
期
）

３８
期
）

４６
期
）

４９
期
）

５２
期
）

５２
期
）

53

期
5453535353
期期期期期

5454
期期

》"

一
一

用

Ｗ

Ч

よ

一
Ч

Ч

よ

薦
Ｂ
ム
ペ
ロ
ジ

＆
プ

甥
タ

ラ

４５
期
　
浅
田
　
裕

一

ま
ず
は
月
日
会
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
に

つ
い
て
で
す
が
、
こ
の
会
報
が
お
手

元
に
届
く
頃
に
は

一
部
更
新
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
遅
れ
る
可
能
性
も
な

い
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ

け
早
く
行

い
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま

す
。ま
た
、
情
報
委
員
会
の
も
う

一
つ

の
活
動
と
し
て
、
ぼ
ろ
に
あ
祭
で
の

プ
リ
ク
ラ
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン

に
よ
る

「
プ
リ
ク
ラ
も

ど
き
」
で
は
あ
り
ま
す

が
、
プ
リ
ク
ラ
に
馴
染

み
の
な

い
方
に
も
気
軽

に
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
今
後
も
続
け
て
い

き
た

い
と
思

っ
て
い
ま

す
。
…
と
は

い
え
少
々

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る

の
も
事
実
で
あ
り
、
良

い
ア
イ
デ
ア
が
ご
ざ

い

ま
し
た
ら
月
日
会
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ

い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

月日会ホームページ :

http://wwwotsukihikai.gr.jp/

む

と

こ

と
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園曰厳ロヮ昭移?『

第 27号

げ
ろ
に
あ
奪
喧
番
「□

１１
期
　
鈴
木
　
洋
子

昨
年
の
ぼ
ろ
に
あ
祭
も

例
年
同
様
、
展
示
と

「
ふ

れ
あ
い
バ
ザ
ー
」

へ
の
参

加
で
し
た
。
展
示
室
で
は
、

一
昨
年
に
続
い
て
の
昔
遊

び
や
恒
例
の
プ
リ
ク
ラ
、

そ
し

て
講

習
会
と

し

て

「
風
呂
敷
ラ
ッ
ピ
ン
グ
！
」

を
、
１１
期
の
菊
池
靖
子
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

小
風
呂
敷
か
ら
大
き
な

風
呂
敷
ま
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

で
素
敵
な
ラ
ッ
ピ
ン
グ
が
出
来
上
が

り
、
講
習
を
受
け
る
人
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
小
さ
な
風
呂
敷

で
林
檎
を
包
ん
で
可
愛
い

「
ウ
サ
ギ

さ
ん
」

（
写
真
）
の
出
来
上
が
り
。

空
き
瓶
も
た
ち
ま

ち
着
物
を
着
た

娘
さ
ん
に
変

身
で
す
。
手

付

き

の

篭
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
、
ベ
レ
ー

帽
な
ど
、　
一
枚
の
風
呂
敷
か
ら
、
た

ち
ま
ち
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
出
来
上

が

っ
て
本
当
に
楽
し
い
講
習
会
で
し

た
。ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
大
好
評
で
、
会

場
に
は
常
に
人
が
溢
れ
、
楽
し
い
会

話
と
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
同

期
の
方
が
連
れ
立

っ
て
お
見
え
に
な

る
ケ
ー
ス
も
だ
ん
だ
ん
と
増
え
て
、

同
窓
会
本
来
の
微
笑
ま
し
い
形
に
な

り

つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
何
事
に
も
変

え
が
た
い
喜
び
で
す
。

今
年
の
ぽ
ろ

に
あ
祭
は
９
月

‐６
日

（土
）
で

す
。
楽
し
い
企

画
で
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

お
誘

い
合
せ
て

お
出
掛
け
下
さ

日
高
マ
乃
扮
メ
デ
ィ
ア

プ
回
ジ
ェ
つ
卜

４５
期
　
山
田
　
壮
但

財
団
法
人

田
園
調
布
と

の
共
催

で
、
昨
年
８
月
２３
日
～
２７
日
の
５
日

間
、
田
高
４
階
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に

て
地
域
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
ち
ら
し
や
区
報
で

の
募
集
で
１２６
名
の
応
募
者
か
ら
抽
選

で
２０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
自

分
た
ち
の
親
よ
り
も
年
齢
差
が
あ
る

受
講
生
に
現
役
の
日
高
生
が
中
心
と

な

っ
て
テ
キ
ス
ト
作
成
か
ら
実
際
の

指
導
ま
で
を
行

い
、
新
聞
の
都
民
欄

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
大
盛
況
で
し

た
。

そ
の
後
も
大
田
区
教
育
委
員
会
と

の
共
催
で
同
様
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
夏
休
み
８
月
２‐
日
∩
～

２５
日
⑥
開
催
し
ま
す
。
大
田
区
報

に
発
表
さ
れ
ま
す
の
で
応
募
下
さ

い
。

５２
期
　
重
谷
麻
奈
美

昨
年
１０
月
と
１１
月
に
財
団
法
人
田

園
調
布
主
催
で
手
話
コ
ー
ラ
ス
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
第
１
回
目
に
は

講
師
の
中
川
富
美
先
生
か
ら

「
手

話
」
「聴
こ
え
な
い
」
と
は
ど
う

い

う
こ
と
な
の
か
お
話
い
た
だ
き
、
参

７
期
　
金
子
喜

一
郎

財
団
法
人
田
園
調
布
の
事
業
計
画

の

一
環
で
あ
る

「
日
曜
日

・
祭
日
に

は
地
域
住
民
に
グ
ラ
ン
ド

を
開
放
し
、
市
民

の

利
益
実
現
を

目
的

に
公
益
事
業
を
行

う
」

の
主
旨

に

よ
り
、
昨
年

の

１１
月
２３
日
（水
）

多
摩
川
河
川
敷

グ
ラ
ン
ド
で
第

２
回
中
学
生
サ

ッ
カ
ー
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

大

田
区
サ

ッ
カ

―
協
会

の
ご
支
援

の

も
と
、
参
加
４
テ
ー
ム
に

よ
る
リ
ー
グ
戦
形
式
で
競
技
し
、
淀

橋
Ｆ
Ｃ
ジ

ュ
ニ
ア
オ
ー
ル
が
接
戦
を

制
し
、

３
戦
全
勝

で
優
勝
し
ま
し

た
。第
２
位
は
大
森
Ｆ
Ｃ
、
第
３
位
世

田
谷
学
園
、
第
４
位
ジ

ョ
カ
ト
ー
レ

Ｆ
Ｃ
で
し
た
。
競
技
内
容
は
中
学
生

加
者
の
み
な
さ
ん
は
真
剣
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
２
回
の
手
話

コ
ー
ラ
ス
で
は

「
大
き
な
古
時
計
」

を
題
材
に
し
た
独
自
の
テ
キ
ス
ト
を

作

っ
た
と
こ
ろ
、
参
加
者
の
み
な
さ

ん
か
ら
写
真
が
大
き
く
て
見
や
す
い

と
好
評
で
し
た
。
参
加
者
の
み
な
さ

ん
は
と
て
も
熱
心
で
、
休
憩
時
間
も

テ
キ
ス
ト
を
み
な
が
ら
手
を
動
か
し

て
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
を

見
て
い
て
、
自
分
が
作

っ
た
テ
キ
ス

ト
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
の
が
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
今
年

の
６
月
に
も

「翼
を
く
だ
さ
い
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、

参
加
者
の
み
な
さ
ん
の
手
話

へ
の
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
、
テ
キ
ス
ト

編
集
も
大
変
で
し
た
が
必
要
と
し
て

く
だ
さ
る
方
が
い
て
、
よ
り
良
い
も

の
を
目
指
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
は
１０
月
２８
日
田
午
後

２
時

よ
り
で
す
。

鯖

築

色

語

月
日
会
は
７０
代
か
ら
１０
代
ま
で
い

ろ
い
ろ
な
年
齢
層
の
幹
事
が
集
ま

り
、
田
中
会
長
の
も
と
力
を
合
わ
せ

協
力
し
あ

っ
て
総
会
や
会
報
作
り
、

ぼ
ろ
に
あ
祭

へ
の
参
加
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

私
が
３０
数
年
ぶ
り
に
月
日
会
の
幹

事
会
に
再
び
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て

７
年
。
こ
の
会
報
も
２２
号
か
ら
２７
号

ま
で
会
報
委
員
長
と
し
て
制
作
に
関

わ

っ
て
き
ま
し
た
。
月
日
会
の
活
動

を
会
員
の
皆
様
に
伝
え
る
唯

一
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
が
こ
の
会

報
で
す
。
先
生

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
を
通
し
て
昔
の
知
ら
れ
ざ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
日
高
の
歴
史
を
知
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に
月
日
会

５０
周
年
記
念
総
会
も
品
川
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
大
変
な
中
に
も

皆
様
に
満
足
し
て
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
総
会
に
な
っ
た
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
総
会

へ
の
参
加
の
呼
び

か
け
、
総
会
の
様
子
も
特
集
と
し
て

こ
の
会
報
を
通
し
皆
様
に
お
伝
え
い

た
し
ま
し
た
。
最
近
で
は
会
員
の
方

か
ら
同
期
会
の
お
知
ら
せ
や
報
告
、

近
況
な
ど
が
多
く
よ
せ
ら
れ
、
同
窓

会
の
輪
が
広
が
り
、
会
員
の
ツ
ー
ウ

エ
イ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
少
し

で
も
役
に
立

っ
て
い
る
と
い
う
実
感

と
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

な
に
ぶ
ん
に
も
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で

や
っ
て
い
る
同
窓
会
活
動
、
■
⌒
ル

ギ
ー
の
い
る
会
報
作
り
で
す
が
こ
れ

か
ら
も
会
報
を
手
に
取
る
皆
様
の
笑

顔
を
思
い
浮
か
べ
て
、
ホ
ッ
ト
な
ニ

ュ
ー
ス
を
お
送
り
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
お
便
り
情

報
も
お
待
ち
し
ま
す
。

‐５
期
　
千
本
　
俊
江

◇
イ
ラ
ス
ト
は
溝
口
さ
ん

（
５３
期
）

に
お
願
い
し
ま
し
た
。

と
し
て
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦

い
で
あ
り

ま
し
た
。

当
日
は
石
川
前
校
長
、
山
田
元
校

長
を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
清
流
会
、
月

日
会
等
多
数
の
方
々
の
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
で
楽
し

い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
の
方
々
と
協
力
し
こ
の

様
な
催
し
を
続
け
た

い
と
思

い
ま

す
。田
グ
ラ
に
応
援
に
来
て
下
さ

い
。

今
年
は
「
月
２３
日
鯛
終
日
で
す
。

６
月
１１
日
①
雨
の
降
る
な
か
大
田

区
主
催
の
多
摩
川
河
川
敷
美
化
活
動

に
財
団
法
人
田
園
調
布
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
昨
年
に
続
い
て
三
度
目

の
参
加
で
し
た
が
、
田
グ
ラ
を
中
心

に
丸
子
橋
か
ら
ガ
ス
橋
ま
で
約
１
時

間
半
か
け
て
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。

（毎
年
予
定
は
大
田
区
報
に
掲

載
さ
れ
ま
す
。
）

月
日
会
５。
周
年
記
念
植
樹
し
た
桐
の
木
も
た
だ
い
ま
４
ｍ
５。
Ｃｍ
に
な
り
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
の
献
品
を
お
願
い
致
し
ま
す
！

〒

一
四
五
十
ｏ
ｏ
六
二

大
田
区
北
千
束
三
十
二
四
十
二
十
四
〇
九

月

日

本
ム
宛
　
お
送
り
下
さ
い
。

翼

り
く

誹
諮

露
―
議
飛

撮影者は山口征彦評議員 (月 日会)

財H法人田目調布について

財
団
法
人
田
園
調
布
と
は
、
旧
山
中
寮
の
売
却
益
を
も
と
に

田
園
調
布
高
校
を
支
援
す
る
た
め
に
昭
和
４０
年
に
東
京
都
教
育

委
員
会
に
認
可
さ
れ
た
財
団
法
人
で
す
。
主
と
し
て
通
称
田
グ

ラ
と
呼
ば
れ
る
多
摩
川
河
川
敦
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
管
理
や
生
徒
活

動
の
支
援
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

昨
今
で
は
田
高
だ
け

へ
の
支
援
で
は
な
く
公
益
法
人
と
し
て

広
く
地
域
社
会

へ
の
奉
仕
活
動
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
田
園

調
布
高
校
に
地
域
の
方
に
来
て
い
た
だ

い
た
り
、
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
田
高
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
の

一
端
を
担
う
こ

と
が
で
き
る
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
多
摩
川
清
掃
活

動

へ
の
参
加
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
、
手
話

コ
ー
ラ
ス
、
中
学
生

サ
ッ
カ
ー
大
会
な
ど
を
企
画

・
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
各
担
当
者
か
ら
報
告
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
新
入
生
保
護
者
か
ら
の
寄
付
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

・

清
流
会

・
月
日
会
か
ら
の
寄
付
、
ぽ
ろ
に
あ
祭
ふ
れ
あ

い
バ
ザ

ー
の
売
り
上
げ
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
低
金
利
時
代
に

事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
も
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
３７
期
　
小
西
　
正
晃

財
団
法
人
田
園
調
布
月
日
会
関
係
役
員

理

〓す
長
　
田
中
　
博
隆

（６
期
）

理
　
　
事
　
山
口
　
征
彦

（
５
期
）

会
計
監
査
　
干
川
　
勝
重

（６
期
）

評

議

員
　
一二
好

　

聰

（
２
期
）

評

議

員
　
家
入
　
囲
子

（３
期
）

評

議

員
　
金
子
喜

一
郎

（
７
期
）

評

議

員
　
千
本
　
俊
江

（
１５
期
）

評

議

員
　
鍵
和
国
幹
夫

（
１９
期
）

評

議

員
　
小
西
　
正
晃

（３７
期
）

評

議

員
　
熊
谷
　
和
巳

（３８
期
）

評

議

員
　
山
田
　
浩

一

（
４５
期
）

評

議

員
　
浅
田
　
裕

一

（
４５
期
）

評

議

員
　
重
谷
麻
奈
美

（
５２
期
）

臨

皆
様
か
ら
の
こ
連
絡
を
′

同
窓
会
活
動
の
提
案
、
会
報

へ
の

投
稿
、
近
況
報
告
、
訪
ね
人
や
バ
ザ

ー
の
献
品
等
々
。

〒
一
四
五
十
ｏ
ｏ
六
二

大
田
区
北
千
束
三
十
二
四
十
一―
四
〇
九

月
日
会
々
長
　
田
中
博
隆

圃
〇
三
十
，三
七
四
人
十
六
七
八
〇

趨


